
議
案
審
議
で
討
論

議
案
審
議
で
討
論

堀ほ
り
い井　
正ま

さ
の
り憲 

議
員
（
音
和
の
会
）

有
効
性
の
検
証
を

反対反対

石い
し
が
き垣 

加か

な

こ
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

議
会
機
能
の
充
実
を

反対反対

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
は
、
我
が
国
の
教
育

水
準
を
維
持
し
て
き
た
制

度
で
あ
り
堅
持
に
は
賛
成
。

　

し
か
し
「
30
人
以
下
学

級
」
で
は
同
じ
学
級
で
接

す
る
子
ど
も
が
少
な
く
な

る
こ
と
で
、
多
様
性
が
反

　

議
員
定
数
を
削
減
す
べ

き
意
見
に
「
２
人
ず
つ
減

ら
し
て
き
た
が
特
に
問
題

な
い
」
と
あ
る
が
、
議
会

機
能
へ
の
影
響
や
議
員
負

担
の
変
化
な
ど
、
明
確
な

検
証
が
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
今
後
の
議
員

定
数
に
つ
い
て
「
現
状
維

持
」「
増
や
す
べ
き
」
を

映
さ
れ
に
く
い
こ
と
や
、

競
争
原
理
が
働
か
な
く
な

り
、
学
力
向
上
に
つ
な
が

り
に
く
く
な
る
懸
念
が
あ

り
、
有
効
な
の
か
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
環
境
の
整
備
や
教

職
員
定
数
は
、
理
不
尽
な

合
わ
せ
た
回
答
が
、「
減

ら
す
べ
き
」
を
上
回
っ
て

お
り
、
十
分
な
検
証
が
必

要
だ
。
ま
ず
議
会
機
能
の

充
実
や
議
員
の
資
質
向
上

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、

拙
速
な
削
減
は
、
将
来
の

町
議
会
の
可
能
性
を
狭
め

る
こ
と
に
な
り
、
委
員
長

報
告
に
反
対
す
る
。

　

定
例
会
最
終
日
、３
件
の
議
件
に
対
し
、賛
成
及
び
反
対
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

請
願
第
４
号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
、「
30
人
以

下
学
級
」
な
ど
教
育
予
算
確
保
・
充
実
の
実
現

に
向
け
た
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
件

保
護
者
へ
の
対
応
な
ど
を

専
門
家
に
委
ね
る
こ
と
で

改
善
可
能
と
考
え
請
願
に

は
反
対
す
る
。

音
更
町
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
件

（
音
更
町
議
会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会
報
告
）

伊い
と
う藤　

萌も
え
り里 

議
員
（
新
緑
会
）

義
務
教
育
費
の
充
実
を

賛成賛成

新し
ん
む
ら村　
裕ゆ

う
じ司 

議
員
（
公
正
ク
ラ
ブ
）

情
勢
を
鑑
み
て
妥
当

賛成賛成

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、

き
め
細
や
か
な
教
育
の
た

め
「
30
人
以
下
学
級
」
の

早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
。

音
更
町
で
は
町
費
で
維
持

し
て
い
る
が
、
自
治
体
の

財
政
状
況
に
左
右
さ
れ
ず

教
職
員
を
安
定
的
に
確
保

す
る
に
は
国
の
責
任
が
不

可
欠
で
あ
る
。
教
職
員
の

　

議
会
に
多
様
な
民
意
の

反
映
は
重
要
だ
が
、
そ
の

時
々
の
情
勢
や
財
政
状
況

な
ど
を
鑑
み
な
が
ら
、
必

要
最
小
限
の
構
成
で
進
め

て
い
く
考
え
方
が
、
こ
れ

ま
で
も
多
く
の
地
方
議
会

に
お
い
て
取
り
入
れ
ら

れ
、
住
民
に
も
受
け
入
れ

定
数
改
善
に
よ
る
少
人
数

学
級
の
実
現
や
超
勤
・
多

忙
化
解
消
を
図
る
に
は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
す
る
こ
と
が
重

要
。
健
や
か
な
成
長
を
育

む
た
め
に
も
、
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
教
育
環
境
の

整
備
、
予
算
の
確
保
・
充

実
を
求
め
る
。

ら
れ
て
い
る
。
本
町
議
会

も
従
来
か
ら
そ
の
よ
う
に

対
応
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
民
意
を
反
映
で
き
る

必
要
最
小
限
の
定
数
の
見

極
め
が
重
要
だ
。
２
人
削

減
は
、
同
規
模
の
他
自
治

体
の
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
本
町
の
情
勢
や
今

・�国土強靱化に資する社会資本整備等に関す
る要望意見書

・�義務教育費国庫負担制度堅持、「30人以
下学級」など教育予算確保・充実の実現に
向けた要望意見書

・�すべての子どもにゆ
たかな学びを保障す
る高校教育を求める
要望意見書

国等へ を提出しました要望意見書

意見書の全文は
こちらをご覧ください

請　願
第５号

すべての子ど
もにゆたかな
学びを保障す
る高校教育を
求める意見書
の提出を求め
る件

連合北海道音更地区
連合会
　会長　菊谷　孝義

総 務 文 教 常 任 委 員 会

採択

請　願
第４号

義務教育費国庫
負担制度堅持、
「30人以下学級」
など教育予算確
保・充実の実現
に向けた意見書
の提出を求める
件

採択

区
分

件
名

提
出
者

審
査
委
員
会

結
果

請願・陳情の審査結果
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後
の
見
通
し
、
歴
史
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
も
、

妥
当
な
判
断
で
あ
る
。

神か
み
な
が長　

基も
と
こ子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

民
主
的
運
営
に
問
題

反対反対

石い
し
が
き垣 

加か

な

こ
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

定
数
維
持
で
質
向
上

反対反対

神か
み
な
が長　
基も

と
こ子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

民
意
を
受
け
止
め
よ

反対反対

平ひ
ら
こ子　
勇ゆ

う
す
け輔 

議
員
（
創
成
会
）

現
状
考
慮
し
削
減
を

賛成賛成
　

反
対
理
由
の
第
１
は
、

本
特
別
委
員
会
の
設
置
目

的
と
、
委
員
会
が
出
し
た

結
論
と
の
整
合
性
が
と
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
。
第
２
は
住

民
と
の
意
見
交
換
の
場
を

設
け
な
か
っ
た
理
由
に
納

得
が
で
き
な
い
こ
と
。
第

３
に
、
慎
重
な
運
営
を
求

め
た
が
、
討
論
の
機
会
す

　

議
員
定
数
の
削
減
に
よ

り
、
１
人
当
た
り
の
担
当

地
域
が
広
が
り
、
住
民
と

議
会
の
距
離
が
遠
く
な
り
、

多
様
な
民
意
の
反
映
機
会

が
失
わ
れ
る
。
ま
た
、
委

員
会
審
議
や
、
議
会
の
監

視
機
能
・
政
策
立
案
機
能

が
低
下
す
る
。
定
数
削
減

で
は
な
く
、
住
民
と
の
対

　

定
数
削
減
は
、
議
会
本

来
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ

と
や
、
議
員
の
な
り
手
不

足
の
課
題
に
対
応
す
る
こ

と
と
逆
行
す
る
。
今
年
３

月
に
議
会
が
取
り
組
ん
だ

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
送
付

分
）
で
は
、
議
員
定
数
増

及
び
維
持
を
望
む
声
が
、

削
減
を
望
む
声
を
上
回
る

　

人
口
規
模
が
本
町
と
同

程
度
の
全
国
の
議
員
定
数

は
、
平
均
す
る
と
16
か
ら

18
人
と
い
う
町
村
が
多
い
。

一
方
面
積
、
人
口
密
度
で

は
本
町
が
４
６
６
平
方
キ

ロ
㍍
、
人
口
密
度
が
92
人

に
対
し
、
多
く
の
町
村
は

35
平
方
キ
ロ
㍍
以
下
程
度

に
１
２
０
０
か
ら
３
５
０

０
人
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
土

ら
与
え
ら
れ
ず
採
決
を
と

っ
た
こ
と
だ
。
議
会
制
民

主
主
義
の
下
で
行
わ
れ
る

委
員
会
で
、
少
数
意
見
を

尊
重
し
て
議
論
を
進
め
る

と
い
っ
た
、
民
主
的
な
運

営
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ

る
。音
更
町
議
会
と
し
て
、

こ
う
し
た
基
本
を
揺
る
が

せ
て
は
な
ら
な
い
。

地
に
多
く
の
住
民
が
住
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

他
町
村
の
状
況
を
参
考

に
す
る
と
定
数
削
減
は
や

む
な
し
と
思
う
が
、
本
町

の
広
大
な
面
積
を
カ
バ
ー

し
広
く
町
民
の
声
を
聴
く

た
め
に
は
削
減
は
２
人
に

留
め
、
18
人
が
妥
当
な
人

数
だ
と
考
え
、賛
成
す
る
。

会
議
案
第
１
号

音
更
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の一部
を
改
正
す

る
条
例
案

話
強
化
な
ど
の
質
的
向
上

が
必
要
だ
。
議
会
は
多
様

な
民
意
を
す
く
い
上
げ
、

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
合

意
形
成
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
を
実
現
す
る
場
だ
。

安
易
な
定
数
削
減
は
、
本

町
の
民
主
主
義
を
貧
し
く

す
る
と
考
え
、
条
例
案
に

反
対
す
る
。

結
果
と
な
っ
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
で
示
さ
れ
た
民
意
を

反
映
せ
ず
し
て
、
ど
う
や

っ
て
民
意
を
反
映
す
る
議

会
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
民
意
を
真
摯
に

受
け
止
め
る
こ
と
は
議
会

の
責
務
。
町
民
と
議
会
の

間
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
。

定
数
は
維
持
す
べ
き
。

議案等に対する議員の賛否一覧表	 （賛否が分かれたものについて掲載）

※議長は、表決に参加しない。

※議長は、表決に参加しない。

氏　名

阿
部　

秀
一

石
垣
加
奈
子

重
堂　
　

聡

神
長　

基
子

堀
井　

正
憲

堀
江　

靖
祥

伊
藤　

萌
里

三
浦　

和
子

佐
藤　

和
也

堀
江　

美
夫

不
破　

尚
美

小
澤　

直
輝

阿
部　

利
德

柴
田　

秀
樹

平
子　

勇
輔

上
野　

美
幸

松
浦　

波
雄

新
村　

裕
司

山
本　

忠
淑

（
議
長
）

髙
瀬　

博
文

○＝賛成　×＝反対 ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ －

氏　名

阿
部　

秀
一

石
垣
加
奈
子

重
堂　
　

聡

神
長　

基
子

堀
井　

正
憲

堀
江　

靖
祥

伊
藤　

萌
里

三
浦　

和
子

佐
藤　

和
也

堀
江　

美
夫

不
破　

尚
美

小
澤　

直
輝

阿
部　

利
德

柴
田　

秀
樹

平
子　

勇
輔

上
野　

美
幸

松
浦　

波
雄

新
村　

裕
司

山
本　

忠
淑

（
議
長
）

髙
瀬　

博
文

○＝賛成　×＝反対 ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ －

　音更町議会では、議員個々の考え方や活動に透明性を持たせ、町民の皆さんに周知を図るため、本会議で審議された議
案等に対する賛否の状況を掲載しています。
●請願第4号　 �義務教育費国庫負担制度堅持、「30人以下学級」など教育予算確保・充実の実現に向けた意見書の提出を求める件
●意見案第2号 義務教育費国庫負担制度堅持、「30人以下学級」など教育予算確保・充実の実現に向けた要望意見書

●音更町議会のあり方に関する件　　●会議案第１号　音更町議会議員定数条例の一部を改正する条例案
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